
〇教職員（61名） 

職名 

 

氏名 学級担当 教科 分掌担当 部活動担当 

校長 

教頭 

事務長 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 

教諭 

教諭（臨） 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

非常勤講師 

養護教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

非常勤講師 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

非常勤講師 

日本語指導 

教務事務支援

員 

学校教育支援

員 

教育補助員 

教育補助員 

主事 

学校図書館司

書 

ALT校長 國

﨑 康裕 

教頭 陶

山 真吾 

事務長 湯

浅 佐由利 

主幹教諭 八

澤 良子 

指導教諭 三

宅 裕子 

教諭 岡

村 雄二 

教諭 岩

本 洋二 

教諭（臨）

 波

田 勇太 

教諭 山

小島 弘之     

教頭 石川 憲之     

事務長 齋藤 智温     

主幹教諭 白井長二郎  理科  情報科学 

教諭 石田 博哉 1年 1組 技術 １学年副主任・情報担当 

 

テニス女子 

教諭 平本  航 1年 2組 理科 研究主任・GIGAスクール担当教員 テニス男子 

教諭 宇土 陽菜 1年 3組 国語  吹奏楽 

教諭 大濵 康弘 1年 4組 数学 教務主任 バスケ女子 

教諭 山口 香織 1年 5組 音楽 １学年主任 吹奏楽 

教諭 生田 泰之 1年 6組 数学  卓球男女 

教諭 倉林 優佳 あおば 1-1組 家庭  家庭科 

教諭 菊川 純子 あおば 3組 英語  書道 

教諭 中西 洋平  保健体育 生徒指導主事 バレー女子 

教諭 東 智佳子  英語  吹奏楽 

教諭 山縣 祥子  社会  バスケ女子 

教諭 今野  豊   拠点校指導教員  

教科等指導支援

員 

太田 広和  英語   

教育支援員 工藤 香里     

教諭 寺川 新一 2年 1組 数学 ２学年主任 野球 

教諭 松田  愛 2年 2組 英語  書道 

教諭 河原 真希 2年 3組 社会 ２学年副主任 陸上 

教諭 石田 紗彩 2年 4組 保健体育  陸上長距離 

教諭 樫原 玲那 2年 5組 国語 学校図書館司書教諭 剣道 

教諭 上田 康治 2年 6組 保健体育 特別支援教育 Co・校内指導教員 サッカー 

教諭 安部 春奈 あおば 2組 美術  美術 

教諭 青山 典史  国語  サッカー 

教諭 髙下畑浩子  英語  バレー女子 

教諭 

 

柏原 黎央  理科  剣道 

教諭 長谷川珠未  音楽  美術 

教諭 堀野 美佳  国語   

教育補助員 安部  稔     

教育補助員 福嶋 富美  

 

   

教諭 大藤 雄平 3年 1組 社会 道徳教育推進教員 陸上短距離 

教諭 亀﨑 貞之 3年 2組 理科  卓球男子 

教諭 的場 大佑 3年 3組 数学 進路指導主事 野球 

教諭 川本  優 3年 4組 保健体育  卓球女子 

教諭 

 

森福 孝志 3年 5組 社会 ３学年主任 バスケ男子 

教諭 坂井 直美 3年 6組 英語 ３学年副主任・校内指導教員 情報科学 

教諭 

 

立川美和子 あおば 1-2組 技術  情報科学 

教諭 柳原 夏波  国語  テニス男女 

教諭 教誓祐二郎  保健体育  バスケ男子 

教諭 道上  巧  美術  美術 

教諭 小西佐奈恵  家庭  家庭科 

教諭 宗近 定嗣  数学    

教育支援員 德田 佳子     

養護教諭 石田 幸恵  保健事務 保健主事  

養護教諭 宮原由加里  保健事務   

講師 湯浅 令子   日本語指導  

ＳＳＳ 福井 香織  事務   

主事 桑原 治美  事務   

学校司書 渡辺さゆり   学校図書館  

部活動指導員 東間 俊次    美術 

ＡＬＴ ﾍｲｾﾞﾙ･ｹﾘｽ     

ＡＬＴ ﾙｲｽ・ｻﾝﾄﾞﾊﾞﾙ     

心のサポーター 灰山久美子   SSR担当・教育相談  

 

職名 氏名 学級担当 教科 分掌担当 部活動担当 

心のサポーター 國﨑 昌英   SSR担当  

ＳＣ 寺川 裕美   教育相談  

給食配膳員 田中恵美子     

給食配膳員 松村 由美     

教諭（育休） 山本  望  英語   

教諭（育休） 平木あいこ  国語   
 

〇教職員数（育休を含む） 
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費
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男 １ １  １ 16  1  １    １ 22 

女   １  19 ２ ２ １ １ １ １ １ 10 39 

計 １ １ １ １ 35 ２ ３ １ ２ １ １ １ 11 61 
 

〇生徒数                 （令和４年５月１日現在） 

学年 １年 ２年 ３年 知的 
自閉症 

・情緒 
難聴 計 

学級数 6 6 6 2 1 1  22 

生
徒
数 

男 108 114 112 7 1 2 344 

女 103 117  91 3 1 0 315 

計 211 231 203 10 2 2 659 
 

〇教育課程                （時間） 

 国 社 数 理 音 美 保体 技家 外国語 道徳 特活 総合 計 

１年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015 

２年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015 

３年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015 

〇日 課            〇部活動 

朝読書  ８：１０～  ８：２０   

体

育

系 

陸上（短距離・長距離） 

野球 

卓球（男子・女子） 

サッカー 

ソフトテニス（男子・女子） 

バレーボール（女子） 

バスケットボール 

（男子・女子） 

剣道 

Ｈ Ｒ  ８：２０～  ８：３０   

１校時  ８：３５～  ９：２５   

２校時  ９：３５～１０：２５   

３校時 １０：３５～１１：２５   

４校時 １１：３５～１２：２５   

給 食 １２：２５～１３：００   

休 憩 １３：００～１３：２０   

５校時 １３：２０～１４：１０   文

化

系 

吹奏楽家庭科 

書道 

美術 

情報科学 

６校時 １４：２０～１５：１０   

掃 除 １５：１５～１５：３０   

Ｈ Ｒ １５：３５～１５：５０   

部活集会 １６：００～  
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〇本校の概要 
本校は，東広島市の中央に位置し，東広島市立の中学校では14番目の中学校

として，平成23年４月に開校した。通学区域は，寺西小学校・三ツ城小学校校

区のすべてが通学区域となっている。 

市内では最も生徒数の多い中学校である。 

 

〇校訓 
「和心（わごころ）」 

和の心で人に接し，日本の伝統文化の大切さを自覚して，国際社会に貢献

できる人間 

「礼節（れいせつ）」 

 礼儀と節度を重んじ，当たり前のことが当たり前にでき，社会の一員として尊

敬される品位のある人間 

「進取（しんしゅ）」 

 自ら進んで目標を定め，それに向かって真剣に努力し，未来を切り開いていけ

る人間 

 

〇校章 
           全員が力を合わせてすばらしい中学校にしていこう 

という思いが込められている。 

          ・真ん中の線は，生徒が力強くまっすぐに進む願い 

          ・左右の「Ｃ」は中央中学校の「Ｃ」 

          ・全体が中央中学校の「中」の字になる 

 

〇沿革 
平成23年 ４月 西条中学校から分離して設立。（開校時生徒数 494名） 

     ４月 開校記念式典を挙行。 

平成24年 11月 第22回東広島市生涯学習フェスティバルにて，３年生が 

「日本の歌『四季』」を披露。 

平成25年 ７月 第43回日本童謡賞贈呈式において，全校合唱「日本の歌 

『四季』」が日本童謡賞特別賞を受賞。 

平成26年 ５月 東広島市制40周年記念式典において，３年生が「日本の歌 

『四季』」を披露。 

平成27年 11月 和文化発表として，全校合唱「日本の歌『四季』」をフジ 

グランにて披露。 

平成28年 11月 和文化発表として，全校合唱「日本の歌『四季』」をフジ 

グランにて披露。 

平成29年 11月 吹奏楽部が，日本管楽合唱コンテスト全国大会に出場し， 

最優秀賞を受賞。 

平成30年 ２月 吹奏楽部が，東広島市アザレア賞を受賞。 

     ４月 日々の読書活動の推進に対して，子ども読書活動推進優秀実 

践校文部科学大臣賞を受賞。 

     ７月 生徒会主催により，西日本豪雨災害義援金募金活動を行 

85,288円を東広島市社会福祉協議会へ寄付。 

     11月 吹奏楽部が，日本管楽合唱コンテスト全国大会に出場し， 

最優秀賞を受賞。 

令和元年 10月 和文化学習として，講談の世界に触れる。 

令和２年 ６月 普通教室へのエアコン設置工事が終了。 

     ７月 生徒会主催により，九州豪雨災害義援金活動を行い， 

        29,833円を東広島市社会福祉協議会へ寄付。 

令和３年 ２月 東広島市立中央中学校創立10周年記念碑の除幕式を挙行。 

令和３年 ６月 創立10周年記念式典，記念講演を挙行。 

令和３年 11月 東広島市教育推進指定校教育研究会を実施。 

令和４年 ３月 令和３年度東広島市教育研究奨励賞を受賞。 

令和４年 10月 コロナ禍において中止していた全校合唱「日本の歌 

『四季』」を文化祭において３年ぶりに発表。 

令和５年 ２月 美術部生徒が，東広島市アザレア賞を受賞。 

【学校経営構想図】 

 

〇研究テーマ 

 
 

 

 

〇研究について 

本校では，令和２年度から「『主体的・対話的で深い学び』のある授業の創

造～考える力と伝え合う力の育成を通して～」を研究主題に掲げ，「主体的・

対話的で深い学び」のある授業における目指す生徒像を設定し，研究に取り組

んだ。 

昨年度は，「主体的な学び」のある授業づくりについて，【学び方を学ぶ】【対

話を通して学ぶ】【学びを深める】【学びを確かめる】の「探究サイクル」をデ

ザインし，確立することを目指して取組を進めた。テストの目標を立てて，自

律的に学習に取り組むことができた生徒は，学力が向上し，テストの点数も伸

び，次のテストへの意欲が高まった。また，単元テストの取組を振り返ること

で，学習方法を見直し，次のテストに向けて，目標を立てて学習に取り組むと

いう「探究サイクル」を確立でき，一定の成果をあげることができた。一方，

学習に主体的に取り組むことが難しい生徒は，テストの点数が伸び悩み，学習

に対してもどのように取り組めばよいのかをつかめずにいる状況が見られた。

そのため，授業の中で ICTを活用する場面を設置した。ICTを活用することで，

学習に主体的に取り組むことが難しい生徒でも，興味を持ち，学習に取り組む

ことができた。 

取組の結果，自らの学習を調整できるように「振り返り」を充実させ，ICT

を活用した授業を通して,「対話的な学び」の場を設定することが「主体的に

学ぶ生徒の育成」につながると考えた。 

そこで，今年度も，「主体的・対話的で深い学び」のある授業づくりの研究

を継続して進めることとした。ICT を活用した授業を展開することで,生徒の

興味・関心を促したい。また,学び合い，教え合いのなどの「対話」を促すこ

とで，「考えを交流する」「交流を通して考えを広げる」「協働して課題を解決

する」ことができるようにしたい。さらに,授業やテストなどの「振り返り」

を充実させることで，「学習の目標を立てる」「学習状況をモニタリングする」

「目標に向かって粘り強く取り組む」「学習方法や取組を工夫する」ことがで

きるようにしたい。以上のことから，「対話」を促す「探究ループ」のデザイ

ンを通して，「『主体的・対話的で深い学び』のある授業の創造」を研究主題に

設定した。 

 

【研究構想図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和文化学習         全校ダンス          読書活動 
「日本の歌四季」        「縦割活動」          「ポップ制作 

                                   /ビブリオバトル」 

校 訓 

和心 礼節 進取 

●特別支援教育，不登校への支援の充実            ●授業研究・授業改善 

・保護者，関係機関等との連携，個に応じた指導の充実    ・「授業改善１２の視点」「学び方改革」への取組 

●生徒指導                                       ●持続可能な部活動 

・「関わりきる生徒指導」の再定義，小中連携の充実     ・「部活動基本方針」及び「働き方改革取組方針」の改訂  

「未来を拓く中学校教育の在り方について」への取組 

 

学校力 
・生徒一人一人の自己実現に向

け資質・能力を確実に育成す

る学校 

・安全な環境の中で安心して学

び合える学校 

・美しいあいさつとおもてなし

の心を育てる学校 

・最上位目標を合意形成できる

学校 

 

人間力 
・仲間を思いやり，ともに感動し

合う生徒 

・志を高く掲げ夢の実現に向け

挑戦し続ける生徒 

・礼儀と礼節を重んじ当たり前

のことが当たり前できる生徒 

・日本の伝統文化や学校のよさ

を自覚し継承・発展していく

生徒 

教師力 
・授業改善に努め授業力向上を

図る教職員 

・愛情と使命をもち生徒に寄り

添い関わりきる教職員 

・自己研鑽に努め，専門職として

の資質・能力を高める教職員 

・教育公務員としての自覚を持

ち服務規律を厳守し職責を遂

行し信頼される教職員 

学校教育目標 
 

人間尊重と生徒，保護者及び地域との信頼を基盤として，持続可能な社会
の創造者・開拓者を育成することを目指し，次の目標を掲げる。 
 

自律…自ら考え，判断し，行動する 

尊重…違いを理解し，他者を尊重する 

創造…他者と協働しながら新たな価値を創造する 

「主体的・対話的で深い学び」のある授業の創造 
～「対話」を促す探究サイクルのデザインを通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

対話的 

深い学び 

主体的 

①学習目標を立てさ

せる。 

②学習状況をモニタ

リングさせる。 

①個に応じた課題を通

して学習内容の定着

を図る。 

②探究ノートを活用し

て学習を深めさせ

る。 

①学び合い・教え合い

など対話的な学び合

いの場を設定する。 

②考えを交流させ，交

流を通して考えを広

げ，協働して課題を

解決させる。 

「主体的・対話的で深い学び」のある授業の創造 
～「対話」を促す探究ループのデザインを通して～ 

令和５年度 東広島市立中央中学校 研究構想図 

研究主題 

①本質的な問い，単元

を通した問い，個別

の問いなどをもとに

課題を設定する。  
②問いをもとに単元構

成を工夫する。 

 

「学びに向かう力，人間性等」の涵養 

「知識・技能」の習得，「思考力・判断力・表現力等」の育成 
 

①定期試験と単元テ

ストを計画的に実

施する。 

②テストの取組を振

り返らせる。 

 

 

 

① 単元構想の中で

ICT を活用した授

業を設定する。 


